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成果事例発表会  14:00-15:30  
知財ビジネスマッチングセミナー 15:30-16:30

令和５年12月21日（木）

ホテルグレンデはがくれ シンフォニーホール（佐賀市）

日時

会場

同日開催 Web配信参加無料

佐賀県産業イノベーションセンター成果事例発表会

「佐賀県企業の挑戦的な研究開発」
佐賀県産業イノベーションセンターでは県内中小企業の皆様に対して様々な支援を行っています。今回は
当センターを活用されて自社技術の高度化や新製品の開発等、挑戦的な研究開発に取り組まれた事業者様
による事例発表を開催します。
また、開放特許を活用して開発事例の紹介を行う知財ビジネスマッチングセミナーを同日開催します。
ぜひ、ご参加のうえ自社の研究開発にお役立てください！

＜事業者様による事例紹介＞

●「時流に乗る新事業の創出を目指して」  共立エレックス株式会社 代表取締役 西山 研吾 氏
※さが「きらめく」ものづくり産業創生応援事業 新技術・新製品開発事業費補助金活用

●「 “有田焼”調理機に挑戦」        株式会社大慶 代表取締役 森 義久 氏

※さが「きらめく」ものづくり産業創生応援事業 新技術・新製品開発事業費補助金活用

●「イノベーションセンターの活用法」 株式会社まんてん 代表取締役社長 髙尾 秀樹 氏
※産学官共同研究コーディネート事業活用（コーディネータによる技術・製品開発支援事業）

内 容

知財ビジネスマッチングセミナー
「大手企業の技術を活用した新製品・サービスの創出」

＜開発特許の概要説明及び開放特許の紹介＞
●「開放特許を利活用した事業拡大のすすめ」

佐賀県産業イノベーションセンター 産学官連携コーディネータ 田中 久

＜開発特許活用事例紹介＞
●「開放特許は難しくない！差別化のための開放特許の取り入れ方」

株式会社キュリアス 代表取締役 下川 雅史 氏

内 容



必 要 事 項

氏 名

企 業 ・ 団 体 名

所 属 ・ 役 職

電 話 番 号

メ ー ル ア ド レ ス

参 加 方 法 会場参加 ・ オンライン参加

佐賀県地域産業支援センター 事例発表会Vol.3 申込方法以下のいずれかの方法で、お申込みいただけます。

➊インターネットによるお申込み（URL or QRコード）

<https://forms.gle/e7wpaeLaJSHbe1c89>

❷メール又はFAXによるお申込み

（メール : k e n k y u u @ m b . i n f o s a g a . o r . j p）

（ F A X ： 0 9 5 2 - 3 4 - 5 5 2 3 ）

申込方法

研究開発振興課 平島
TEL:0952-34-4413           E-mail：kenkyuu@mb.infosaga.or.jp 

※オンラインでの参加をご希望の方は、開催２日前までにアクセス用のURLをお知らせします。

お問い合わせ

※取得する個人情報は、セミナーに関するご案内・ご連絡、参加登録及び当センターからの情報提供以外の目的で
は使用しません。

共立エレックス株式会社（有田町）
同社は電子回路用セラミックス基板の専門メーカーとして、携帯電話、パソコン、液晶テレビ等多くの電
子機器製品に搭載される電子部品の製造を行っています。多種多様な変化を遂げているエレクトロニク
ス産業の中、同社は時代のニーズにあった製品づくりにチャレンジしており、豊かな社会づくりへ貢献して
います。

佐賀県産業イノベーションセンター研究開発振興課までE-mailにてご連絡ください。

E-mail kenkyuu@mb.infosaga.or.jp 個別面談申込期限：令和5年12月28日（木）

成 果 事 例 発 表 企 業 の プ ロ フ ィ ー ル

知財ビジネスマッチングセミナーでの開放特許紹介企業等と個別面談を希望する方

株式会社まんてん（佐賀市）
同社はすりごまやごまサブレなどごま商品の製造・販売をしています。同社のごま製品は佐賀鍋島藩で江
戸時代から作られている由緒あるごま「鍋島小紋」を活用しており、“佐賀”色の強い商品開発をされて
います。今後も同社から地域活性化に繋がる商品が生み出されることが期待されます。

知財ビジネスマッチングセミナー事例発表企業のプロフィール

株式会社キュリアス（福岡県大牟田市）
同社はダイニングバーの経営など飲食サービス業を手掛けてこられました。コロナ禍による危機に立ち向
かうため2020年から弁当配送サービスを始められるなど地域貢献につながる革新的な取組を続けて
います。今後も同社による「食」に対するチャレンジが期待されます。

株式会社大慶（有田町）
同社は有田焼の業務用食器、一般食器、炊飯鍋、レンジ調理食器等の製造・販売をしています。現在、有
田焼は安価な輸入品の普及や生活様式の多様化など急速な時代の変化に影響を受けて、売上が減少
しています。同社は有田焼の危機的状況を打破するためアイデア力と製造ノウハウをいかし、消費者ニー
ズに合った製品開発を続けています。

https://forms.gle/e7wpaeLaJSHbe1c89
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